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高橋正彦

FZ 「組組展」 を顧みて

昨秋11月 1 8 日 ~24 日まで，当館[で開催した本特 別 展

は， 企画をNHK関東ネットワ ーク担当者lζ持ち込んだ

ところ ， 折からの組紐ブームもあって， 開催日の前日の

17 日に総合テレビで放映して貰うことができた 又日本

博物館協会のど好意により， NHKラジオ，土曜日朝の

ロ ーカノレの中の博物館だよりで ， 特別展の内容を紹介し

て戴いたため，今迄にない観客を動員でき盛会裡lζ終了

した.

経緯 昨年より特別展は春と秋との年 2 回開催すると

ととしたが， 運営費は年間約 100 万円なので 1 回の特

別展には10~15万円位しか使用できない.ζ の為企画が

限定されることが最大のなやみである.幸い大学の歴史

が古いため，繊維業界lとは卒業生が沢山いるため， 業界

の協力が得やすいので， 今日まで， 乙の僅かばかりの予

算で何とか特別展を開催してとれた次第である .

そこで今回は組紐の世界を背景にした映画「忍ぶ糸」

以来， 組紐ブームを呼び起こし，全国各地に「くみひも

教室」が開設されてきているという実情と ， 本館の組紐

展示室が 7 月 lζ毎日新聞「ぶらり東京」で紹介された ζ

と，又週刊紙の裏表紙lζ組紐作りが登場する現実を見る

と ， 特別展のテーマとして組紐展は好企画だなあと感じ

た.

8 月になって， 業界の協力が得られる見通しがついた

ので組紐展を開催する決心をした そして乙の 2 月 16

日 ， 毎日新聞紙上 「ひと」欄に組紐を集めた博物館長と

して紹介され， これが機縁になって 2 月 20 日 NHK総

合テレビ「スタジオ 102J に組台， 羽織紐， 帯締め，装

飾結び， 医療用縫合糸等の資料と共に出演する好運にめ

ぐまれた次第で ， いかにこの企画がブームに乗っていた

かを改めて再認識させられた.

そこで， 開催に当たり目玉商品に何を選べば良いかと
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東京農工大学工学部附属繊維博物館長 佐々木清文

NHK綜合テレビ「スタジオ 102Jで紹介された装飾結び

考えた時， 走馬灯のように浮かんできたのは，去る 4 月

に工業高校繊維工学科の生徒が見学に来た時，その中に

女生徒が大分おり，製紐機の処に集まると奪い合うよう

にして製紐機を廻し始めた. 本館では製紐機の処lζ鉄を

置き ， お作りになった紐は鉄で切断して自由にお持帰り

下さいと表示しである そして女生徒たちはガラガラと

製紐機を廻わして紐を作り始めた.そ乙で引率の先生に

学校には製紐機は無いのですかと質問したところ 1 台

ありますが， 白い糸がかかっているので， 余り振り 向 き

もしないとの答が返ってき た.そ こで女生徒に聞くと配

色が良いので「 シオ ソ 」に良いからという声が聞かれた.

乙の事があったので，これを最重点にして計画を考え

たが， 問題は多種類の色糸をいかにして揃えるかという

乙とである.幸い製造メ ーカ - 4 社より多種類の色糸を

寄贈して戴くことが出来たので解決した そこで手組み

の道具である角台を 5 台， 丸台を 1 台， 博物館で製作 し

練習台として 6 台陳列するととにした

目的 物を結んだり ， 束ねたり，縛ったりするのに日

常生活で大変重宝にしている紐はどういう道具，機械で
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どうやって作られるか認識して貰う ζ とを基本理念lé し にした.他κメリヤス針4本を利用したリリア ン編機，

た. 資料としては飾り紐類， 実用紐類(靴紐， ゴム紐)， ロ

内容 手ぐみと機械ぐみと会場を二つに分けた. 手ぐ ープ類， ホース類， 電線類， 医療用縫合糸等約 300 点を

み会場には練習台を 6 台並べ， 角台 5 台には 4 個の組玉 展示した. 又最後の 2 日間は東京組紐卸協同組合が技術

を作って組む四つ組と 8個の組玉を作って組む角八つ組 の伝承と後継者の育成用に製作した映画「くみひも」を

と丸台には丸八つ組(江戸組〉を用意し，台の正面に紐 上映したが， 2 日間と も視聴覚教室が超満員になる位の

の組み方を易しく図解説明し， 誰でも図の順序に組玉を 観客があった.

動かせば紛が組めるようにした. 展示品と しては組紐を 反省 準備期間が短かった為，組紐の歴史等は資料不

作る道具， 角台，丸台，高台， 綾竹台， 内記台，箆組 足で説明が足らなかった. 練習台を用意したことは好評

台， 巻台， 鴨川台， 資料として帯締め， 羽織紐で約 700 であった. 乙れからの展示はお客さんが自分で動かして

点，装飾結び70点， 祭礼用手より紐等である. 作る喜びが得られるものを多く用意する必要があると痛

第 2 会場は機械ぐみ関係、で， 平打製紐機17打， 13打， 感した.

丸打製紐機16打， 8 打等で計 8 台用意し， 鉄を用意して 終わりに，本展の開催κ当り ， 質重な資料をど提供戴

置いて， お客さ んが組んだ紐は鉄で切 って持帰れるよう いた業界の方々に深く感謝する次第である .

.・. . .，、，、 . ー . ・、 ， 'J、". '・・ ‘.' 0/、“'“ 、よい、，、，.・. ... . . 'V"V 、.. ....、，、， 、.・、ρr、，、... ... ..‘J、，、. ‘ ・ ‘~ '. ，.、，、日....、，、J、 .... . . .、 ，、J、 .・ 、. 、

船の科学館マルチスクリーン映写システム

はじめに 私どもの館では過去 2 ， 現在 3 ， 未来 5 の

割合をもって展示構成がなされており，その性格から，

実物展示， 可動模型， 映像， 写真による演出が多く取り

入れられています. また多くの可動模型， 実験装置は，

来館者によ って動作されるよう構成され見学者の好評を

得ております.

そ乙で当館一階展示場で上映しています36面マルチス

ターリ シ映写装置(テーマ， í新しい世界を求めてJ ) 

について， その構成， 使用機器， 動作について紹介しま

す.

1. í新しい世界を求めて」 概要 此の映写装置は，

縦 6 m，横12mのハーフミラーで作られた 3 つの 壁 面

で，正面は1. 2 X 1. 5mのスクリ ー ン36枚で構成されてお

り ， 左右の E ラ 一面とで， ト ラ イア ングノレ空間を形成

し， またその空間は，各種映写機による映像と音響によ

って来館者に対し体験性のつよい演出を行っています.

との36面スク 3 ー ン映写装置は ， 4 台の16mm映写機，

写真新しい世界を求めて

船の科学館 北村 豊 栄

36台の35mmステップ映写機， 及びSCRによ る調光装置

を， 音響再生機と同調させながら多様な映像演出を行う

装置です. (写真 1 ) ， 又乙れ らの各機器は， プ ロ グラム

lζ従 って自動的にコン ト ローノレされており ， タイマーに

よる繰返し動作， および即時繰返し動作が可能とな って

います.

2. 映写装置の構成 2-1. 機器の構成および仕様

本システムは次の各機器の組合せによ り構成されており

又仕様は，表 1 の通りである .

μ)中央制御卓 1， (1ロ)コ ン トロ ールラ ック 1 ， 付プロ グラ

ムコ ン ト ロ ー ラー 1 ， (，ニ.)16mm特殊映写機 4， (:ホ，)16mmエ ン

ドレスマガジン 4， (ぺ16mm リモートコ ン ト ローラー 4，

( ト)35mmステップ映写機36， ('チ)調光装置 1 ， (リ 1 4 チャネ ノレ音

響再生機 2， (ヌ)音響増巾器18， 同再生ス ピーカー22， (ヲ)

BGM装置 1， (ヮ)監視用 IT Vカメラ及びモニターテレ

ビ各 1 ， 初)空調装置 1

表 1 機穏仕様

プログラ プロ グラムテー 電源 AC100V 5A 50 
ムコ ン ト プ読取機 HZ 
ローフー プロ グラ ムテー チ ャ ンネ ノレ ・ 44チャンネ

プ , Jtノ

制御回路 使用テープ ・ 35cm巾紙テ
ープ

ヒシング方式 ・無接点方
ニ ューマチ ッ ク 式

最小読取l時間: 200msee 
出力パルス巾 : 150msee 

御中卓央盤制 操作スイッ チ
リレー及びラシ

プB )続宿源 (8 C24 

接立端子板

- 2 一
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フ。ロ グラムテーフヘ リ ワインド
頭什1 し

音響テープ・ リワインド
頭~H し

調光線作動

ステ ップ映写機
頭:+1 し

ステ y プ映写機
1肖灯

16mm映写機頭出 し

16mm映写機ランプ消灯

図 (4) 映写サイク ノレにおける作動シーケジス

左右 8個，天井 8個によって立体感を持たせている.

3. 動作，系統図 映写のプロック系統図および機器

の動作タイムチャ ート は， 図 2 ， 図 3 のごとくであり，

↓テープ進行方lílj

スト y プ穴

。

。 O 
fljlJ御穴

。

。 。

0 
スト ップ穴

0000000  
ト一一一一一一一 一一一一一一一

穴検知音11

+一一一一一一 35cm巾

44穴

図(却 さん孔紙テープ

図 4 1ζ 1 サイク ノレの作動シーケシスを示しであります.

図 2 について見ますと ， 中央制御半で始動ボタ ンを拘I

すと，コントローノレラックを通って，音響再生機とプロ

グラ ムコ ン ト ローラ -IC J ター ト が掛りプログラムコ シ
ト ローラ ー (以下ドラム〉によって， I決写回路 Y レーの

リセットが行なわれる

その後ドラムは停止し， 音響再生機(以下デッキ)か

らの ト ーン信号 (1150H Z ) を待つ. 以下 ト ー ン信号と

紙テープのプログラムによって音響と映像が同期しなが

ら進行する.

紙テープは図 5 の形でさん孔されておりス トッ プ火か

ら次のストップ穴で動いて停止，デッキからの トー ン信

号を待っている.

図 5 でス ト ップ穴から次のス ト ップ穴までの間に制御

穴があり ， 穴検知部で，制御穴を検知すると ， その穴1<::

対応した， 映写機， ラシプ等が動作する.

以上のように， 紙テープの穴の位置により機器を制御

しているため，制御を行ない易くまた故障等の減少に役

立っている.

マルチシステムは以上の動作により演出されており，

今後一つしか用意されていないソフトの作成が必要であ

ると思われます.

- 5 
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音機響再生 40Hテーフ;デッ 電源: 100V 3A 50H Z 
キ テープ速5cm度/ : 19cm/ S , 

9. 5cm/ S 
使用リーノレ:最大 7 号
入出力インピーダシス:

600.0 (平衡)

音響増巾 ト ラシジスタ ー 電源: 100V 3A 50H Z 
及びスピ アンプ18台 方式 : 全 ト ラシジスタ ー
ーカ ー スピーカ ー25cm 方式

22K 入力 イ ンピーダンス :
600.0 (平衡)

出力イシピーダ ンス・ 8.
16. 200.0 (不平衡)

出力 : 30W 
スピー カ ー ・ 25cm コアキ

シ ャノレ型 40W

ス全科協 ユ

2-2. 機器の配置 映写装置は ， 図 1 の形で配置され

ており壁面には鐙光灯( F L -40WC1)が正面 (A面) 136 

灯左右の面 (B ， C 商) Iζ は， 44灯配列され SCR Iこよ

り 音に同調して点滅するようセッ ト されている .

またA面は背後l乙 35mmステッフ。映写機 ， 16皿皿映写機が

それぞれセッ ト され， プ ロ グラムによって制御されてい

る . スピーカ ーは音響効果を増大するため，前面 6 個，

16mm映写 16mm映写機本体 電源: AC100V 10A 
機 整流器 50HZ 

反射ミラー 光源: 100V 300W (クセ
ノンラシプ)

映使写速度: 24コマ/ S
用フィノレム: 16mmエ シ
ドレスフィノレム

レ ンズ : 20mm広角 +アナ
モブィックレ ンズ

35mm映写 映写レ ンズ部 電源: AC100V 7A 50 
機 光映部写アパチ ャ一 HZ  

光源: 100V 500W (ハロ
源部 グン)

スライドマガジ 冷使却方式:強制空冷
ン 用フィノレム: 35mmス ト
本体 リ ソプシレ ド レスプ

ィ ノレム

コマ送り速度 : 30mm S 以
下

レンズ: 50mm 

調光装置 3 面調光 制御電源: AC  100V 
A面(正面) F L 2A 
-40WC1 136灯 A商 M 136A 
B" (右面) B 11 144A 

144 " C " 144A 
C" (左〕 " 

144" 
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写映(1) 図
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全科協北から南から

発 想

昨年12月 ， 弘どもの博物館で「版画とマンガの特別展

一一年賀状版画参考展 ・ 楽 しいマシガ大会一-J を催 し

たと こ ろ ， 会期15日間に ， 10万 2 千余の入館者があっ た.

催物の内容は， 版画展が， 毎年郵政省が主催する「全

日本年賀状版画コ ンクーノレ」の入1'1・作品のうちか ら， 約

500 点を選んで展示し，マ ンガのほうは， 少年少女向き

著名39名のマ ンガ原画を約 600 点借り受けて， マシガ原

画展を開いた.

そ して， 一方， 子供ーたちに楽し く 遊んでもらおう と ，

マ ンガの立ち読み ・ 落書 ・ 自習といった各コーナーと ，

「マ ンガ雑誌 ・ 本の交換コーナー」を設けた.

正直なと 乙 ろ ， マンガが乙れほどまでに子供たちの生

活lζ密着している とは恩わなかったし， 従って， プタを

あけるま で， どれだけの入館者があるか， いさ さか心配

であった.

ととろが， 会期中に 日曜日が 2 EI あったが， 両 日 とも

2 万 7 千-2 万 8 千人の入りである. 子供たちは， 土曜

日の午後や日曜日を待ちかねたようにぞくぞくと押しか

けてき た.

しかも ， あまり集まらないだろうとタガをくくってい

た 「マンガ雑誌 ・ 本の交換コーナーJ IC ， なんと ， 子供

たちが殺到したのには驚いた. 中 lζ ， 手提げや リ ュック

ICマンガ雑誌 ・ 本を10冊， 20冊と入れて， 交換しに来た

子供が何人もいた. 彼等はそれらをパスに乗り ， 電車κ

乗って持ってきたのである.
私どもは， 乙のキワド イ 特別展の会期中， 実lζ慎重な

態度で臨み， 細心の注意を払った. 今日 ， マシガは， 世

間でその功罪がま乙 とに も って真剣に間jわれているだけ

に， その折も折， 博物館か敢えて取りあげたととについ

て， 批判は， 面と向かつてはなかったが， 周囲にはあっ

たようだ. 私どもは， それらの冷たい視線を肌で感じて

いただけに，会期中 ICチヨットした事故でもあれば， そ

れは，大変なととになっていたに違いない

ともかく ， 無事に終えて今， 当時を振り返っでみる

と ， ζ の特別展が私どもに種々諮りかけてくれている乙

とに気づく .

まずその 1 つは， 日頃， まったく 博物館に関心 ・ 興味

・ なじみを持たない， また ， あってもまだ一度も来館し

たζ とのない子供たちやその親 ・ 兄弟に対して， 誘致

し，あわせてく旧来の博物館>のイメージを多少なりと

も変えさせることができたのではないか. 彼等は来館し

てみて， 博物館に多少なりとも親近感を抱いたのではな

の 転 換

逓 信 博 物 館 加来 宏 一

いか.それは，いいかえれば， 当館とは縁もゆかりもな

い，都内 ・ 都下 ・ 近県の子供から大人まで幅の広いマン

ガ ・ ファン層lζ対して， 当館は新規開gj石を試みた乙とに

なる. 事実， 普段はほ とんどと言っていいくらい当館に

は顔を見せない高校生が， 乙の特別展lζは大勢来た. そ

して彼等は常設展示場まで足をのばしている . つまり ，

乙れは「無関心層へのアプローチJ の一策でもあっ たと

い う ζ と .

その 2 は ， マジガの落書 ・ 立ち読み ・ 自習各コーナー

で， マ ンガーを一心に描き ， 読む子供たちを見ていて，

博物館は， 1時には ， 子供たちに， 息抜きの場(遊びの初)

として思いきっ た提供の仕方をしてもよいのではないか

との感想、である . 会期中， 子供といっしょに来た親や，

また高校生たちに怪力感想を聞いてみたが， 彼等のほう

がむしろ ， 時物館でマ Yガを取りあげたととに興夜気味

の戸惑いをみせ， 中 IC ， 投書で 「私/高ーです今， ア

ノレパイト の面接にきて1時間待ちにふらつとよってみたの

です. とても楽 しいので時間を忘れてしまいそう.小学

生のみんなの書いているマンガを見てびっくりしまし

た みんなとってもうまいんですネ.私は， 全く ， 絵の

センスがないからうらやましくって.ζんな企画ならい

つでもやってほしい. 次回を楽しみにしてます. アノレパ

イトさがしのよー乙より_. (全文そのまま)のように，

概して好評であった.

第 3 は ， なんといっても ， 今回の特別展は， 館の ト ッ

プ ・ 7ネジメジ ト の英断があったればζ そ開催でき ， 知

事故で終了できたのは， 館全員の‘燃えたM チーム ・ ワ

ークに帰因する . 一人の能力には限界がある . 方rr，jが定

まったら ， 館全体がミ燃えてμ 各人が惜しみなく能力を

出 し合い， 最善の努力を尽す乙とによ ってとそ， 大きな

成果が得られることを痛感した.

「マンガ族は低俗だ.低俗な者たちを時物館IC誘致す

ることはない」また， r客集めにマンガを利用したこと

は， 大衆やi時流への迎合ではないか」

今はマス(大衆)の時代である. しかも情報社会であ

り，余暇の!時代を迎えている.

ζ うした社会情勢の中にあって博物館は， 社会との相

|刻性において， イヤでも応でも ， まず， 一人でも多く博

物館IC来てもらうよう積極的にあらゆる努力をする義務

を負わされていると思うが， どうであろうか. 、眠れる

知識の殿堂'も発惣の転換を強いられている感がするの

である.
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Vo1. 6 全科協ニュース NO.2 

会員館園の紹介

香川県自然科学館

0設置者

香川県(県教育委員会事務局義務教育課出先機関〉

O所在地

香川県坂出市王越町木沢1901-2

( 762- 01 11(08774)2-0350 

琴竜ノ〈ス高松築港発王越行 大崎下車1. 8Km

O施設

本館(生物 ・ 地学 ・ 人文展示室兼学習室〕

別i1í1i (五色台青少年科学図書文庫)

分館(五色台つどいの家)，よい子の科学広場

野外学習地 (五色台上， 斜面， 山麓lζ散在)

0開館時間

午前 9 /1与から午後 5 /1寺 (土曜日は正午まで〉

日曜日， 国民の祝日，年末年始は休館(つどいの家は

年末年始のみ休館〉

O入場料

無料(つどいの家食堂の軽食 ・ 喫茶は時価で利用)

O職員構成

館長(高矯正彦) ， 専門職員， 主査等庶務要員 l.属託

研修員 (内地留学要員〕計14名

0沿革

昭和45年 4 月か ら香川県自然科学館の設霞に関する条

例に基づいて， 準備室を設置した.

同年 6 月 1 日 から県教育委員会規則によって開館し，

五色台での集団宿泊学習(旧称 五色台教育) での自然

学習体験の場と して 6 か年を経過した.

昭和50年 5 月 5 日，五色台つどいの家の開館にともな

っ て， 幼秘園児対象の五色台自然保育事業への協力が本

格化した.

あとがき

・ 年度末を控え 1 年間の仕事のしめくくりと，新しい

年度の仕事の計画で忙がしい毎日の連続だと思います.

・ それにつけても ， 最近の経済状勢の窮迫はいろいろな

形とな って陣物館の運営に影響 しているようです

・ とい って，一般の人たちに年々親しまれてきている博

物館活動を，ゆるがせKする ζ とも 出来ません.

・ ζ うしてみると，博物館活動も一つの曲り角に立たさ

れているとも言えます.夜、たちは‘自分たちの博物館H

館長 高橋正彦

各，学習地へ向う中学生

O五色台での集団宿泊学習への協力

五色台lζ は，岩石露.fiJ~や野鳥の森， 緑陰を縫うへんろ

道や準自然林におおわれた名所旧跡， 1也のほとりや海辺

の潮だまりなどを含む野外学習地が散在している.

自然と文化財 iζ恵まれた学習地と館内学習室を結んで

体験する自然学習 ・ 人文学習を通して， 青少年の科学に

対する心の芳三生えと，創造力の開発な らびに自然に親し

む心のかん養をはかる ζ とが当館の主な業務である.

年聞を通して，県下の全中学 2 年生が 3 泊 4 日 ~4 泊

5 日 の日程の中で，クラブ活動方式の半日 ~1 日半コー

ス ， 夏休み中などに ， 小学生が 1 泊 2 日で展示学習のた

めに館内見学にやってくる.

0五色台自然保育事業への協力

つどいの家と周辺の広場を利用して，県内の幼稚園児

が 1 日コースで自然保育を楽しむが，この県費補助事業

に対して，施設 ・ 設備の提供と誘導をおこな う . その他

学習館としては新採教員研修の野外学習指導や一般社会

人を対象とした科学!等物館の役割りも果している.

という意識をも っ と強めるときかも知れません.

・ ζ のような考え方もあって全科協では，第 5 回全科協

博物館事業研究会で私たちの仕事を再点検する意味を含

め，展示企画をテー 7 として取りあげてみました.

・ と同時 IC，これ らに関連して日頃みなさんが感じてお

られる事柄などを全科協ニュ ースを活用し，ど意見をお

寄せくだされば，乙のニュ ースもさらに有益なものにな

ると思います.い っそう のど協力をお願いいたします.
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